
 第１章　岡山市への定住性について

（１）岡山市への定住性

　【問6】あなたは、お仕事などの事情は別として、今後岡山市に住みつづけることについてどのようにお考えで
　　　　 すか。

・「住みつづけたい」と回答した人の割合は、79.4％である。

・「住みたくない」と回答した人の割合は、3.3％である。
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・平成17年度以降、おおむね８割の人が、「住みつづけたい」と回答している。

・「住みたくない」と回答した人の割合は、平成21年度以降は5％未満で推移している。
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・年代別にみると、70歳代までは年代が上がるにつれて、「住みつづけたい」と回答した人の割合が高くなり、70歳代で

90.1％となっている。

・「住みたくない」と回答した人の割合が最も高いのは、20歳代の8.3％である。

・「どちらともいえない」と回答した人の割合が最も高いのは、10歳代で38.8％である。

・居住年数別にみると、居住年数が長くなるにつれて、「住みつづけたい」と回答した人の割合が高くなり、「40年以上」

では89.0％である。一方、「住みたくない」と回答した人の割合は、居住年数が短いほど高くなる傾向にあり、「5年未

満」では15.6％である。

・「どちらともいえない」と回答した人の割合は、居住年数が長くなるにつれて、低くなる傾向にある。
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（２）住みつづけたい理由

  【問6】で「1.住みつづけたい」と答えられた方におたずねします。

  【問6-1】住みつづけたいと思われるのはどのような理由からですか。（4つまで選択回答）
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災害が少ない

気候など自然環境がよい

日常生活における交通の便がよい

買い物が便利

市外・県外への広域交通の便がよい

住環境・生活環境がよい

食べ物がおいしい

治安がよい

医療・福祉が充実

人情・人間関係がよい（友好的）

街並み・景観が美しい

物価が安い

魅力的な職場がある

教育環境がよい

子育てをする環境が整っている

都会的な魅力がある

スポーツ・レジャー環境が整っている

特にない

無回答及び無効回答
（N=4,163）

・「災害が少ない」と回答した人の割合が74.1％で最も高く、次いで「気候など自然環境がよい」が61.8％であり、この２項

目を理由にあげた人の割合が特に高い。

・以下、「日常生活における交通の便がよい」が26.9％で、「買い物が便利」22.6％、「市外・県外への広域交通の便がよ

い」22.0％、「住環境・生活環境がよい」21.6％、「食べ物がおいしい」20.9％、「治安がよい」19.7％、「医療・福祉が充

実」19.6％と続くが、いずれも２割前後である。
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【年代別】住みつづけたい理由 ベスト５
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27.4%
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N=457 72.4% 54.5% 31.1% 28.4%

22.5%

N=805 77.8% 63.6% 32.8% 27.6% 25.6%

N=894 77.2%

56.8% 25.0% 20.5%

28.1% 25.6%

N=617 71.2% 63.7% 25.1% 23.7%

N=463 70.8% 60.0% 23.5% 22.5%
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N=44

住環境・
生活環境がよい

医療・福祉が充実

80歳代
以上

災害が少ない
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自然環境がよい
日常生活における
交通の便がよい

食べ物がおいしい 医療・福祉が充実

70歳代 災害が少ない
気候など

自然環境がよい
日常生活における
交通の便がよい

買い物が便利

食べ物がおいしい

N=637 75.2% 66.4% 26.8% 24.8% 22.3%
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自然環境がよい

30歳代 災害が少ない
気候など

自然環境がよい
住環境・

生活環境がよい
市外・県外への

広域交通の便がよい
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日常生活における
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広域交通の便がよい

N=242 67.8% 58.3% 28.1% 26.4%

22.6% 22.0%
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自然環境がよい
日常生活における
交通の便がよい

買い物が便利
市外・県外への

広域交通の便がよい

市外・県外への
広域交通の便がよい

26.9%

59.1%

住環境・
生活環境がよい

治安がよい

日常生活における
交通の便がよい

住環境・
生活環境がよい

23.2%

15.9%

21.9%

20.5%

全体

災害が少ない
気候など

自然環境がよい
人情･人間関係が

よい(友好的)
食べ物がおいしい 買い物が便利10歳代

N=4,163 74.1% 61.8%

日常生活における
交通の便がよい

・年代別にみると、「災害が少ない」と回答した人の割合がどの年代でも最も高く、30歳代以上では７割以上の人が回答

している。

・「気候など自然環境がよい」はどの年代でも２番目に高く、約６割の人が回答している。

・70歳代以上では、「医療・福祉が充実」と回答した人の割合が25％を超え、５位となっている。
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  【問6】で「2.住みたくない」と答えられた方におたずねします。

  【問6-2】住みたくないと思われるのはどのような理由からですか。（4つまで選択回答）

44.4

38.6

35.7
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19.9
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11.7
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人情・人間関係がよくない（排他的）

日常生活における交通の便が悪い

都会的な魅力がない

子育てをする環境が不十分

住環境・生活環境が悪い

買い物が不便

教育環境がよくない

市外・県外への広域交通の便が悪い

医療・福祉が不十分

魅力的な職場がない

スポーツ・レジャー環境が整っていない

物価が高い

街並み・景観が美しくない

災害が心配

特にない

無回答及び無効回答 （N=171）

・住みたくないと思う理由については、「人情・人間関係がよくない」と回答した人の割合が最も高く、44.4％である。

・次いで「日常生活における交通の便が悪い」38.6％、「都会的な魅力がない」35.7％となっている。

・「災害が心配」と回答した人の割合は3.5％にとどまっている。
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